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溶
接
材
料
と
母
材
の
組
合
せ

2
母
材
の
組
合
せ
に
よ
る
溶
接
材
料
の
選
定
表
（
JI
S
 Z
 3
60
4-
20
16
抜
粋
）

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
溶
接
線
の
取
扱
い
方
と
注
意
事
項

1. 
 使
用
前
の
溶
接
線
は
、
湿
気
、
温
度
変
化
の
少
な
い
乾
燥
し
た

場
所
を
選
ん
で
保
管
し
て
下
さ
い
。

2. 
 湿
気
、
ご
み
、
ほ
こ
り
な
ど
が
溶
接
線
の
表
面
に
付
着
す
る
と
、

ブ
ロ
ー
ホ
ー
ル
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
開
封
し
た

溶
接
線
は
な
る
べ
く
早
く
使
用
し
、
途
中
ま
で
使
用
し
た
も
の

は
長
く
現
場
に
放
置
し
な
い
で
所
定
の
ケ
ー
ス
に
収
納
し
保
管

し
て
下
さ
い
。

3. 
 溶
接
線
を
取
扱
う
場
合
は
清
潔
な
手
袋
を
使
用
し
、
素
手
や
汚

れ
た
手
袋
を
使
用
し
な
い
で
下
さ
い
。

4. 
 溶
接
母
材
の
表
面
に
付
着
し
て
い
る
水
分
、
油
分
、
サ
ビ
、
ペ

イ
ン
ト
、
ご
み
な
ど
は
充
分
に
清
掃
す
る
様
に
し
て
下
さ
い
。
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注
 （
a）
 A
11
00
又
は
A
12
00
を
用
い
て
も
よ
い
。

 
（
b）
 A
53
56
、A
55
56
又
は
A
51
83
を
用
い
て
も
よ
い
。

 
（
c）
 A
56
54
又
は
A
55
54
を
用
い
て
も
よ
い
。

 
（
d）
 用
途
に
よ
っ
て
は
A
40
43
を
用
い
て
も
よ
い
。

 
（
e）
 A
40
47
を
用
い
て
も
よ
い
。

 
（
f）
 A
41
45
を
用
い
て
も
よ
い
。

 
（
g）
  陽
極
酸
化
処
理
後
、
色
調
差
を
生
じ
て
は
な
ら

な
い
と
き
は
、
A
53
56
を
用
い
た
ほ
う
が
よ
い
。

 
（
h）
  母
材
と
同
組
成
の
溶
加
材
を
用
い
て
も
よ
い
。

 
（
i）
 A
23
19
を
用
い
て
も
よ
い
。

注
記
 
1. 
 こ
の
組
合
せ
は
、
常
温
及
び
低
温
で
使
用
さ
れ
る
一
般
的
な
溶
接

構
造
物
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
使
用
温
度
が
65
℃
を
超

え
る
可
能
性
の
あ
る
場
合
に
は
、
A
53
56
、
A
51
83
、
A
55
56
及

び
A
56
54
の
使
用
は
避
け
た
ほ
う
が
よ
い
。

注
記
 
2. 
棒
及
び
ワ
イ
ヤ
を
示
す
BY
及
び
X
Y
は
、
省
略
し
た
。

注
記
 
3. 
 母
材
の
う
ち
展
伸
材
の
形
状
を
示
す
記
号
は
省
略
し
た
が
、
い
ず

れ
の
形
状
の
も
の
に
も
適
用
で
き
る
。




